
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各会派・無所属 討論 討論

主な議案に対する各会派の態度 賛成 反対

山

岡

光

広

岡

田

重

美

西

山

実
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律

子

田
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新
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兼
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恒
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西

村

慧

瀬

古

幾

司

西

田

忠

出

口

雅

之

戎

脇

浩

田

中

喜

克

小

倉

剛

奥

村

則

夫

北

田

麗

子

中

島

裕

介

田

中

將

之

堀

郁

子

木

村

眞

雄

福

井

進

糸

目

仁

樹

村

木

慶

太

郎

令和６年度甲賀市一般会計歳入歳出決算の認定 市長 橋本恒典 西山　実 認定 ● ● ● ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度甲賀市一国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 市長 木村眞雄 山岡光広 認定 ● ● ● ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度甲賀市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 市長 北田麗子 山岡光広 認定 ● ● ● ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度甲賀市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 市長 出口雅之 山岡光広 認定 ● ● ● ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度１特別会計・４企業会計決算の認定 市長 認定 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度一般会計補正予算など４件の補正予算 市長 可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「核抑止」ではなく核兵器禁止条約の批准を求める意見書 西山　実 岡田重美 木村眞雄 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ●

OTC類似薬の公的保険外しを中止するよう求める意見書 山岡光広 西山　実 中島裕介 否決 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ●

南土山地先安定型産業廃棄物最終処分場建設計画の認可に対し慎重な対応を求め

る意見書
岡田重美 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

無会派公明党自由民主党誠翔会

議

長

の

た

め

採
決

に

加

わ

ら

ず

提出 可否

共産党 凜風会

討論なし

討論なし

討論なし
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山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 

Fax 86-0415 

岡田 重美 
土山町南土山甲 78-15 

℡ 66-0696 

Fax 66-0696 

西山 実 
水口町本丸 3-28 

℡ 62-3044 

Fax 62-3044 

 

 今期最後となる９月定例議会は、８月２２日に開会し、９月２４日に閉会しました。令和６

年度一般会計など決算認定と補正予算、条例改正や契約議決など、合計３１件が提案されまし

た。日本共産党は、一般会計など４件の決算認定に理由を述べて反対。また議案提案権を生か

して３件の意見書を提出しました。各議案に対する各会派・議員の態度は、下表参照。 

 

土
山
町
南
土
山
地
先
で
計
画
さ
れ
て
い
る
県
内
最
大
規
模
の
産
業
廃
棄
物
処
分
場
建
設
計
画
に
対
し
て
䣍
滋
賀
県

知
事
に
䣓
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
䣔
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
䣎
日
本
共
産
党
の
岡
田
重
美
議
員
が

提
案
し
た
も
の
で
䣍
全
会
派
長
が
賛
同
䣎
下
流
域
の
水
質
に
も
影
響
す
る
だ
け
に
今
後
が
注
目
さ
れ
ま
す
䣎 

 

岡
山
市
内
中
心
部
は
䣍
路
面

電
車
と
八
社
の
民
間
バ
ス
が

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
䣎
䣓
移
動

手
段
の
約
六
割
は
自
家
用
車

で
䣍
電
車
・
バ
ス
・
路
面
電
車

な
ど
公
共
交
通
の
依
存
度
は

わ
ず
か
９
％
䥹
バ
ス
の
依
存
度

は
２
％
䥺
䣔
と
い
う
状
況
で
䣍

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
利
用
者

が
一
層
減
少
䣎
特
に
中
心
部
は

バ
ス
事
業
者
が
重
複
し
て
運

行
す
る
た
め
低
運
賃
の
過
当

競
争
が
進
み
䣍
周
辺
部
は
赤
字

で
採
算
が
と
れ
ず
減
便
す
る

事
業
者
が
相
次
ぐ
状
況
だ
䣬

た
と
い
う
こ
と
で
す
䣎 

市
で
は
２
０
１
８
年
に
策

定
し
た
䣓
岡
山
市
総
合
交
通
計

画
䣔
を
大
幅
に
見
直
す
こ
と
と

し
䣍
䣓
利
用
者
の
視
点
か
ら
み

た
課
題
䣔
を
洗
い
出
し
䣍
打
ち

出
し
た
の
が
䣍䣕
岡
山
モ
デ
ル
䣖

と
い
わ
れ
る
地
域
公
共
交
通
䣎 

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
䣍
䣓
市
民

が
継
続
的
に
利
用
し
た
く
な

る
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通

サ
䤀
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

す
る
䣔
こ
と
を
達
成
す
べ
き
目

標
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
で
す
䣎 

利
用
者
ニ
䤀
ズ
を
ふ
ま
え

て
幹
線
は
民
間
バ
ス
が
主
体

に
䣍
支
線
は
公
設
民
営(

バ
ス
や

バ
ス
停
は
市
が
責
任
を
担
い
䣍

運
転
な
ど
は
民
間
が
担
う
上

下
分
離
方
式
を
採
用)

で
䣍
新
規

路
線
も
開
設
䣎
䣓
拠
点
䣔
で
幹

線
と
支
線
を
乗
り
継
ぐ
こ
と

も
可
能
に
し
ま
し
た
䣎 

 

ま
た
６５
歳
以
上
高
齢
者
と

障
が
い
者
を
対
象
に
運
賃
を

半
額
に
す
る
専
用
IC
カ
䤀
ド

䣓
ハ
レ
カ
ハ
䤀
フ
䣔
を
４
３
１

８
２
人
に
交
付(

今
年
１
月
末

現
在)

䣍
延
べ
５
６
４
万
人
の
利

用
が
あ
る
な
ど
大
好
評
で
す
䣎

さ
ら
に
運
転
手
不
足
解
消
の

た
め
に
䣍
䣓
二
種
免
許
取
得
の

た
め
の
経
費
を
市
が
半
額
補

助
䣔
す
る
取
組
も
注
目
さ
れ
ま

し
た
䣎
一
般
質
問
で
は
䣍
西
山

実
議
員
が
取
り
上
げ
ま
し
た
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運
転
手
不
足
や
経
営
難
を
理
由
に
コ
ミ
勑
ニ
テ
勋
バ
ス
や

民
間
路
線
バ
ス
の
減
便
が
相
次
い
で
い
ま
す
劤
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
地
域
公
共
交
通
助
岡
山
モ
デ
ル
努
を
学
ぼ
う
と
日

本
共
産
党
議
員
団
で
岡
山
市
を
視
察
し
ま
し
た
劤 

 


